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 第 5 章は総合考察が記されている。近年カキの消費量は落ち込み、特に若年層の消費量
が伸び悩んでいる。本論文で明らかにされた、（１）最適な食べ頃のカキを消費者に届ける
ための軟化予測式の適用による食べ頃表示、(2)適切な処理により良食味を維持したまま日
持ち性を向上させる技術、（３）若年層に評価の高いサクサクした食感を維持したまま保存
する技術の確立は、今後のカキの国内需要に大きな貢献をなすだけでなく、長距離輸送の
可能性を広げ、将来日本産のカキを海外に輸出する際に欠かせない技術の一つとなる可能
性が述べられている。 
 本論文は、カキの品質を客観的に評価することにより、消費者に適切な食べ頃情報を提
供して信頼感を得るだけでなく、品種に特徴的な良品質を維持したまま保存期間を伸ばす
技術を開発しており、その成果は日本の園芸農業の発展に資すると期待される。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
